
 
 
国際政治と市民活動―平和プロセスと国際協力                                         20080414 外務省 

カンボジア紛争解決と国際協力ＮＧＯの役割 
         1991 年                   冷戦後 

「援助の不均衡」 
難民一人あたり  $142.00   冷戦構造下       ラナリット第一首相追放 (1997年) 

  国内一人あたり    $1.50      ソ連・東欧        解体    アジア経済危機 (1997年) 
             パリ和平協定 (1991年) 
「外交の貧困・空白期」 
       ベトナム政府     ＵＮＴＡＣ 国連議席  カンボジア政府 
           ベトナム軍 
  民主カンボジア            第１回総選挙 (1993年)      第２回総選挙 (1998年) 
 ポル・ポト政権崩壊                              地方選挙（2002年）      第3回総選挙（2003年） 
     (1979年)   カンボジア人民共和国 
         ＶＳ       (1979年)     カンボジア王国 
 
    カンボジア国内 
ゲリラ側三派亡命政権  緊急救援および ［英国Oxfamなど］    難民帰還 
    復興協力ＮＧＯ １５団体 （JVC）      ＮＧＯによる総選挙監視 
          （ポト派の不参加・妨害）  現地ＮＧＯ（ＣＯＭＦＲＥＬ等） 
西側諸国＋中国          （国交回復） 国際ＮＧＯ（ＡＮＦＲＥＬ等） 
 
 難民のタイへの流出       カンボジアＮＧＯ誕生 
 タイ・カンボジア国境 
 難民救援ボランティア団体 １００団体以上（JVC） 
    （CCSDPT＝NGO活動調整委員会） 
 

「カンボジア国際ＮＧＯフォーラム」 「カンボジア市民フォーラム」日本設立(1993年) 
  ①カンボジアの孤立       (1986年)   ①対人地雷→ＪＣＢＬ／ＣＣＢＬ→ＩＣＢＬ 
  ②援助の不均衡       に対して提言     ②土地・森林資源問題（貧富の差の拡大） 
  ③外交の貧困・空白       ③人権・民主化問題 

                                                   

 
    ＊ポル･ポト時代の直後で、非常に貧しくはあったが          ［逆説］和平の到来以降、土地なし農民の激増、極端な貧困および貧富の差                    

   土地なし農民は少なく、娘売り子売りのような否定的な             が生じた。子売り、家族離散、都市部の野宿者も増えた。 
   社会現象も少なかった。                            原因 １）拙速な市場経済の導入（弱肉強食型経済社会） 
    女性を家長とする世帯にも、ある程度、相互扶助の力が                ２）小さい受入れ能力に対して、「援助の洪水」。  
   届いていた。「サマキ＝連帯」                             ３）相互扶助が弱まり、金銭中心となった。 （JVC／熊岡路矢） 


